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セールスプロモーション人材サービス事業を行っているcabic株式会社（本社京都市中京区、代表取締役社長

：岡野泰也）では、店頭での商品訴求・実演などを伴う推奨販売事業を展開しております。 
元来cabicでは試食・試飲販売を伴う飲食料品や日用品の販売を得意としていますが、この度、親会社である

株式会社メディアフラッグ（本社：東京都渋谷区 代表取締役社長：福井康夫）での美容系推奨販売のノウハウ 
を引き継ぎ、cabicでも美容部員派遣をスタートさせました。今回は、cabicにおける美容部員派遣の強みをご紹
介します。 

 
 

◆ cabic美容系推奨販売案件　サービス概要 
 
■美容部員派遣・・・適材適所の人選を行い、売り場での接客・販売を実施します。 
■事務局・・・企業様・店舗・美容部員をつなぐハブとしての役割りを果たし、稼動管理全般を担います。 
■専任トレーナーによる研修・・・現場経験の豊富なトレーナーが学術研修から実地研修までを一貫して行いま
す。 
 
 
◆ cabic美容部員の強み　～セルフ販路に強い美容部員像～ 
 

 
■キャッチ力 
cabicには食品・飲料・日用品の実演で鍛えられたお客様へのアプローチ力があります。 
お客様に声をかけ、キャッチし、接客に持ち込む積極性が備わっています。これまでの美容部員は「待ち」

の姿勢であることが通例でした。しかし、今日アウトソースの現場として主となるのは「セルフ販路」です。
セルフ販路で「待ち」の姿勢では接客のチャンスすら掴めず、販売もできません。これからの美容部員に求め
られるのは、接客に持ち込むためのキャッチ力です。 

 

■コミュニケーション能力 
お客様との距離を瞬時に縮められる適度な親近感と対話能力に長けた人材が多く在籍していま
す。 
今や美容部員は百貨店カウンターだけではなく、バラエティショップや量販店など、よりお客様の生活に密

着した売り場で活躍しています。このような売り場では、カウンターへの着座は無く、お客様も美容部員も
立ったままです。極的傾聴に基づき、お客様の「知りたい！」にピンポイントで応えられるセンスとスキルそ
して適度な親近感が必要です。 
 

■適材適所のパフォーマンス 
イベントからコンサルティングまでお任せください。 
メーカー様・企業様がどのステップにいらっしゃるのか？何にウエイトを置きたいのか？によって入店時の

美容部員の動き方が変わります。そして、研修方法も違います。企業様のマーケット戦力に合わせた人選・配
置・研修を実施することで、 
多種多様な現場対応、ブランドの成長に応じたシフトチェンジも可能です。 
 
 
 
 



◆ cabic美容系推奨販売　多様な対応例 
 
cabicでは、まずはメーカー様・企業様からの緻密なヒアリングから始めます。 

今後のマーケット戦略・理想とするブランディングなどを共有させていただき、人選・研修と進めていきま
す。 

ブランドのステップ・成長とともに、それに応じたご提案や現場でのパフォーマンスをご提案します。 
長くお付き合いすることで、より確かなブランドの流通活性へ繋がります。 
 

 
 
短期戦・長期戦にかかわらず、美容部員のご用命は、メディアフラッググループのcabicへ！ 

 
 
 
◆ cabic株式会社概要 
 
社名 ： cabic株式会社 
事業内容 ： セールスプロモーション人材サービス（試食試飲販売・推奨販売・マネキン・デモンストレー
ター） 
設立 ： 1986年7月 
資本金 ：87百万円(株式会社メディアフラッグ90％保有) 
代表者 ：代表取締役社長岡野泰也 
本社所在地：京都市中京区烏丸通六角上ル饅頭屋町617六角長谷ビル8階 
従業員数 ：25名（2016年1月1日現在） 
WebURL ：企業様向サイト http://www.cabic.jp    求職者向サイト   http://cabic.net/ 
 


